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は美味しい!!』フェア 2)を主催し、これまで数多くの産学連携商品を見てきた NPO 法人プ

























































































































































は、通信販売とインターネット販売が肉餃子 2 パックと野菜餃子 2 パックの計 4 パックの
セットで 2,480 円、工場直売店「餃子工房 RON｣での販売は 1 パックごとで、工場直売特
価の 550 円と決まった。2 月に販売が開始されると、通信販売の効果で出足は好調であった
が、通信販売が終了し、販路がインターネット販売と工場直売店のみになってしまうと、





































10 月 18 日に『ぷっちーずたると』の共同開発に関するマスコミ発表を行うと、すぐに
複数のメディアが取り上げてくれた。その後の 23、24 日に行われた大学の学園祭「シャロ


































































は、10 個入りで 560 円とした 13)。形をハート型にしたのは、川場村から「まごころをこめ
（米）て届けます」という想いと、ターゲットである幅広い年代（主に 20～40 代）の女性




























たな出店依頼が来たものになる 14)。その結果、『雪ぽんクランチ』は、発売からの約 4 ヶ月
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の販売データを見ると、月平均約 1,100 箱ペースで堅調に推移しており、2013 年 1 月まで










 共愛学園前橋国際大学論集 No.15 40 
ここからも、当初狙った通りに、川場村のお土産として定着していることがわかる。また、
















ンバーが 1 年間で開発商品を売るために参加したイベントは延べ 40 日に上る。また、ツイ
































4) 2013 年 2 月に販売された『チョコレートケーキ（苺の果肉入り）』のときは、パッケー
ジに、前橋商業高校の校章のシールが貼られ、この点は改善されていた。 
5) 『蒲郡みパン』は東海地方を中心に 1,514 店舗、『味飯＆チキン竜田弁当』は当初 24 店

























米としても、2004 年から 7 年連続で選ばれた。 
13) 当初、旅がらす本舗清月堂側は各種 3 個入りの 9 個入り 500 円での販売を想定していた
が、川場村の意向により、10 個入りに変更となった。 
14) 表２の黒字が当初から予定していたイベントであり、赤字が活動をしながら追加されて
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いったイベントである。 
15) 図５は 10 個入りのデータで作られており、8 月のデータは販売開始以降の 12 日間のも
のである。12 月からは 30 個入りの販売を開始しており、イベント時などではばら売り
も取り扱っているが、これらの販売数は除外している。 
16) 当初は 2011 年 7 月から開催される群馬ディスティネーションキャンペーンに間に合う
ことを意識した商品開発スケジュールであったが、東日本大震災の影響もあり、そこに
間に合わすのは断念した。 
17) この段階で、ばら売りや 30 箱入りの販売数を 10 個入り相当に計算すると約 28,000 箱
分となり、1,500 万円以上の売上げとなる。その後も好調な売上げを維持し、2014 年 9





19) 鈴木（2007）によると、共同開発でも OEM の場合は、財が代替的な関係となるため、
広告戦略策定や販売の段階になると双方の関係がなくなるという。 
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Abstract 
A Study on Product-commercialization by Industry-University 
Cooperation  
Masaaki KANEMOTO  
In recent years, the product-commercialization by industry-university cooperation 
with the company which collaborated to the high school and the college students is not a 
new talk. However, we should not consider that since many projects have been finished 
with the result that "goods were made" there is no need for future collaboration. In this 
paper, the present condition of the product-commercialization by industry-university 
cooperation is supported based on the example in Gunma. It is shown clearly in 
industry-university cooperation that original product-commercialization is a continual 
process of providing goods that the market demands, thus requiring the positive 
cooperation not only within a company but also the high school and college students 
who were engaged in development. 
 
